
令和５年度 全国学力・学習状況調査

教科に関する調査結果及び考察について

保護者の皆様へ

白河市立五箇中学校長

令和５年４月１８日に実施しました「全国学力・学習状況調査」の教科に関する調

査結果及び考察についてお知らせいたします。

この調査は、学校における生徒への教育指導や学習状況の改善等に役立てることな

どを目的としています。

調査対象は３年生で、国語、数学、英語の３教科を実施しました。

本校では、教科に関する調査結果とその考察、ならびに指導方法を改善する取組を

お知らせし、学校と保護者や地域の方々がともに手を携えて、生徒の学力向上や学習

環境などの改善に取り組んで参りたいと考えておりますので、ご理解とご協力をお願

いします。

なお、本調査により測定できるのは、学力の一部分であること、また、学校におけ

る教育活動の一側面の結果であることをご理解ください。

【本校と全国の平均正答率比較】

教 科
全国平均 下回って やや下回 ほぼ同じ やや上回 上回って

正 答 率 いる っている っている いる

国語 ６９．８% ○

数学 ５１．０% ○

英語 ４５．６% ○



【国語：本校と全国の領域別平均正答率比較】

領 域 全国平均正答率 下回っている やや下回っている ほぼ同じ やや上回っている 上回っている

言葉の特徴や使い方に関する事項 ６７．５% ○

情報の扱い方に関する事項 ６３．４% ○

我が国の言語文化に関する事項 ７４．７% ○

話すこと・聞くこと ８２．２% ○

書くこと ６３．２% ○

読むこと ６３．７% ○

【考 察】

○ ほとんどの領域において、全国平均を上回る高い正答率でした。特に、「言葉の

特徴や使い方に関する事項」の領域では全国平均を大きく上回る結果となりました。

授業で漢字テストや小テスト等を実施し、練習を積み重ねた成果と考えられます。

○ 「話すこと・聞くこと」の領域における、「相手の話を受けて発した質問につい

て、述べ方の工夫とその意図を説明したものとして適切なものを選択する」問題の

正答率が全国平均を下回りました。今後、話の内容を正しくとらえることができる

よう、授業の中で定着を図っていきます。

【数学：本校と全国の領域別平均正答率比較】

領 域 全国平均正答率 下回っている やや下回っている ほぼ同じ やや上回っている 上回っている

数と式 ６３．０% ○

図 形 ３３．２% ○

関 数 ５１．２% ○

データの活用 ４８．５% ○

【考 察】

○ ほとんどの領域において、全国平均を上回る高い正答率でした。特に、「数と式」

領域では、全国平均を大きく上回る結果となりました。しかし、「図形」領域は、

全国平均とほぼ同じ正答率となりました。今後の「図形」領域の学習では、既習事

項の復習を加えながら指導していきます。

○ 「筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明する」問題の正答率が低い結果

となりました。今後は、問題解決型の学習を授業の中に意図的に取り入れ、的確に

説明できるように指導していきます。



【英語：本校と全国の領域別平均正答率比較】

領 域 全国平均正答率 下回っている やや下回っている ほぼ同じ やや上回っている 上回っている

聞くこと ５８．４% ○

読むこと ５１．２% ○

書くこと ２３．４% ○

【考 察】

○ 「聞くこと」の領域は、全国平均を上回る結果となりました。特に、情報を正確

に聞き取ることができるかどうかをみる問題では、概ね全国平均を上回りました。

話の要点を聞き取る学習を積み重ねてきた成果だと考えられます。

○ 「読むこと」と「書くこと」の領域で、全国平均を下回りました。特に、まとま

りのある文章を書く問題に課題が見られました。今後、授業で生徒自身の考えを書

かせたり、既習事項を用いた英作文を書かせたりして、正しい英文を書く学習を積

み重ねることで、「書くこと」の力を伸ばせるようにしていきます。



令和５年度 全国学力・学習状況調査

質問紙調査結果及び考察について

保護者の皆様へ
白河市立五箇中学校長

「全国学力・学習状況調査」では、学習や生活の状況について質問紙による調査
も実施しましたので、その結果及び考察の一部をお知らせいたします。
特に、生徒の家庭学習の取組や読書の様子など家庭生活に関する調査結果を公表

し、学校と家庭・地域の協力体制を強化していくことを目的としています。
この結果を、ぜひご家庭でも子どもさんと一緒に話し合って、家庭生活の見直し

に役立ててくださるようお願いします。

１ 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。

よく ときどき あまり 全く

している している していない していない

中 全 国 １５．３ ３９．７ ３１．９ １２．９
３ 五箇中 ３１．３ ４３．８ １２．５ １２．５

（単位 %）
【考 察】

○ 多くの生徒が、家庭で計画を立てて勉強に取り組んでいる状況です。これは、一
人ひとりに自分の目標に向かい、見通しをもって学習に取り組むことの大切さを伝
え続けてきた成果であると考えられます。

○ 生徒がより主体的に学習に取り組めるように、生徒と目標を共有し、一人ひとり
に応じた課題を提示するなど、個に寄り添った支援に努めます。

２ 授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。

３時間以上
２時間以上 １時間以上 ３０分以上

３０分未満 全くしない
３時間未満 ２時間未満 １時間未満

中 全 国 １０．３ ２３．４ ３２．１ １８．０ ９．９ ６．０
３ 五箇中 ０．０ ３１．３ ６２．５ ６．３ ０．０ ０．０

（単位 %）
【考 察】

○ ほとんどの生徒が１時間以上学習しており、家庭での学習習慣が身に付いている
と考えられます。今後も、生活ノートを活用して、生徒の学習状況を把握するとと
もに、適切な支援・助言ができるようにしていきます。

○ 学習時間が１時間未満という生徒がいるうえ、３時間以上学習している生徒がい
ないことから、宿題や家庭学習以外の学習をしている生徒が少ないと考えられます。
今後は、家庭での時間の使い方を工夫させるとともに、自分の興味・関心を生かし
た自主的な学習ができるよう支援していきます。



３ 授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。

２時間以上
１時間以上 ３０分以上 １０分以上

１０分未満 全くしない
２時間未満 １時間未満 ３０分未満

中 全 国 ５．４ ８．４ １４．６ ２１．０ １３．２ ３６．８
３ 五箇中 ０．０ ６．３ ２５．０ ４３．８ １２．５ １２．５

（単位 %）
【考 察】

○ 朝の読書活動を中心に、日頃から本を手に取る習慣が身に付いており、４月から
７月までの学校図書館の平均貸出冊数は１人あたり１７．２冊となっています。

○ 学校司書を有効に活用し、学習内容に合った本の推薦や生徒の興味・関心をひく
図書の紹介などを行い、図書室を中心とした読書活動の推進に努めます。また、奉
仕部活動で図書を紹介するポップを作成するなど、生徒自身が主体となって読書を
推進する活動を考えて取り組んでいきます。

４ 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習に
つなげることができていますか。

当てはまる どちらかといえば、 どちらかといえば、 当てはまらない

当てはまる 当てはまらない

中 全 国 ２３．１ ４６．１ ２４．４ ５．７
３ 五箇中 ３７．５ ４３．８ １２．５ ６．３

（単位 %）
【考 察】

○ 約８割の生徒が、学習した内容をよく振り返り、次の学習につなげることができ
ています。各教科で振り返りシート等を活用し、授業での学びを振り返らせること
を意識してきた成果だと考えられます。

○ 「当てはまらない」と回答した生徒がいることから、授業で分からなかったとこ
ろを、質問したり調べたりせずそのままにしてしまっているのではないかと考えら
れます。振り返りシートの内容を分析し、一人ひとりの学びを把握することで、次
時の授業で復習を行ったり、解説をしたりすることに繋げていきます。また、朝の
学習の時間を活用し、分からない問題を自由に質問する時間を設けるなどして、生
徒が質問しやすい雰囲気づくりに努めていきます。


